
マルチチャンネル同期を使った多チャンネルPWM定電流電源

PWM定電流電源が必要な場合、一般的なCCCV電源と異なる為、バイポーラ電源を使う方法となります。ただし多チャンネルとなると
コスト面で導入が難しくなり、必要な評価が簡単にできません。複数台のLoadStationシリーズ電子負荷と直流電源を組み合わ
せることで、多チャンネルのPWM定電流電源を構築することが可能です。高周波特性に優れた電子負荷によって、最小1μsパルス幅か
ら16ステップのPWMパターンを作り出すことが可能です。汎用電源機器との組合せは、PWM定電流電源用途以外にも、直流電源、電
子負荷として使用することができ、遊休設備とせず必要時期に応じて使用することができます。

テストイメージ

異なる周期のPWM電流を同期して、DUTへ印加することが可能です。

　

特長

最小1μsからパルス幅電流を任意に設定可能。高速パルス電流の用途に最適

設定電流は16パターンまで。PWM変調のように異なるDuty比の再現も可能

Dynamicモードを利用して電子負荷単体で矩形波重畳電流を100kHzの再現が可能

https://www.keisoku.co.jp/pw/app/371/


関連製品

ハイエンド多機能電子負荷装置「Load Stationシリーズ」

https://www.keisoku.co.jp/pw/product/load/dc-load/load_station/

